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フォトニクス生命工学分科会の概要
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社会課題分野：ヘルスケア

中項目： フォトニクス生命工学

分科会名称： フォトニクス生命工学分科会

研究テーマ： 分子、タンパクから細胞、生体組織まで
の広範なダイナミックレンジにて計測、
分析、加工、造形を可能とするフォトニ
クス技術を中心に据えた分野融合的な研
究に注目する。バイオイメージング、分
子細胞分析、バイオプリンティングにお
ける技術革新を生み出すことにより、次
世代の医療、治療、創薬、公衆衛生、健
康管理の基盤技術の創出とその社会実装
の実現を目指したバイオコミュニティ拠
点を創ると共にその研究を推進する。

リーダー機関：大阪大学

代表者： 大阪大学大学院工学研究科 教授
藤田 克昌

リーダー： 産業技術総合研究所 副ラボ長
藤田 聡史

光と物質の相互作用の科学と技術。

生体に優しく、かつ感度とダイナミックレンジの両方に
優れることが強み。 環境

分子

細胞

環境センシング

診断

治療バイオプリント

細胞デバイス

マイクロ流体制御

生体組織工学

情報科学

最先端医科学

医工融合

観察

生体組織

からだ
フォトニクス

ヘルスモニター

内視鏡検査

ビジョンと研究ターゲット

ひとりひとりが健やかに輝く、いのちに優しいフォトニクス社会

人に優しく、手軽に
からだや環境を知る

ひとりひとりに寄り
添う精密な医療

動物に頼らない
創薬技術、食生産

ひかり生体情報を活用する
プラットフォームの構築

組織概要

フォトニクスと融合し、
ターゲットの実現へ

分子分析
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JST/COI-NEXT (共創の場形成支援プログラム・本格型)との連携
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キックオフシンポジウム（2022.8.5）
後援：BiocK

https://www.link-j.org/member_event/post-4693.html

阪大西尾総長挨拶

パネルディスカッション
（阪大 4共創の場拠点PL)

藤田PLによる全体説明

フォトニクス生命工学研究開発拠点（COI-NEXT・本格型）

フォトニクス生命工学研究拠点
✓ フォトニクス技術を求めて人が集まり創造性を育む拠点
✓ フォトニクス技術による安全・安心社会の実現を目指す

拠点で行う研究課題内容（６課題） 拠点の運営体制

分科会の目的 ＝ 他のBiocKコミュニティメンバーとの連携
・信頼できるBiocK参加企業への技術/知財情報の共有と技術移転
⇒フォトニクスを活用した医療機器の社会実装へ！

・起業支援を行う分科会との連携 ⇒拠点発のスタートアップへの出資
・他の研究系分科会との技術連携 ⇒新たな共同研究へと展開

松崎典弥・阪大工 福田恵子・阪大医病

課題

リーダー

渡辺玲・阪大医

細胞応答計測
のための生体
組織デバイス
の開発

生体情報の多
重計測・イメ
ージング技術
の開発

小型・低コス
トの診断・検
査機器の開発

機能制御され
た人工生体組
織の作製技術
の開発

研究成果の実
用化・活用/普
及の把握、人
材育成

生体情報解析
による生体分
析・診断法の
開発

人に優しく、手軽に
からだや環境を知る

ひとりひとりに

寄り添う精密な医療

動物に頼らない
創薬技術、食生産

ひかり生体情報を活用する
プラットフォームの構築

ターゲット

研究開発課題

拠点ビジョン

ひとりひとりが健やかに輝く、いのちに優しいフォトニクス社会

藤田克昌・阪大工 永井秀典・産総研 藤田聡史・産総研

フォトニクス生命工学研究開発拠点フォトニクス生命工学研究開発拠点

拠点運営機構：大阪大学先導的学際研究機構

「フォトニクス生命工学研究部門」

総長

西尾 章治郎

P L

藤田 克昌

(阪大工)

若手共創企画リーダー

鳥羽 由希子(薬)

データ戦略リーダー

櫻井保志(産研)

医工融合リーダー

名井 陽(医病)

マネジメント部門

研究開発企画リーダー
藤田 克昌

ビジョンデザイン
リーダー 倉敷 哲生(工)

地域連携リーダー

福田 恵子(医病)

人材育成リーダー

貴島 晴彦(医)

アウトリーチリーダー

加藤あすか(凸版)

拠点運営会議

副PL

岩永 茂樹

(阪大/シスメックス)

研究担当理事

尾上孝雄

産学官連携リーダー

藤田 聡史(産総研)

フューチャーデザイン部門

エコシステム戦略リーダー
岩永茂樹

運営体制
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ネットワーキング
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• 第17回 PhotoLIFEワークショップ
2022年3月2日開催

• 第18回 PhotoLIFEワークショップ
2022年6月6日開催

• 第19回 PhotoLIFEワークショップ
2022年9月5日開催予定

✓ 企業17社を中心としたコンソーシア
ムメンバーを対象としたワーク
ショップを定期的に開催

✓ 技術の企業への橋渡し
✓ 企業との共同研究⇒社会実装へ
✓ OPENイノベーションとCLOSEDイ

ノベーションの組合せ政略

PhotoLIFEワークショップの定期開催 国立循環器病研究センターとの連携

✓ 8/10（水）望月直樹研究所所長を訪問。
✓ 研究連携（光学実験機器を国立循環器病研究セ

ンターに持込み、動物実験等の実施など）につ
いて検討。

望月研究所所長
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最近の成果/活動報告
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✓ Communications Biologyに8/22掲載
✓ 肝細胞内の薬剤代謝活性をラマン光を用

いて無標識・非破壊的に可視化する事に
成功した成果

https://www.aist.go.jp/aist_j/press_release/pr2022/pr20

220822/pr20220822.html

成果のプレス発表 成果のプレス発表

✓ Nat. Commun.に掲載(2021/8/24)

✓ 3Dプリントで和牛のサシの構造を再現
✓ Biological Scienceカテゴリーの2021 

Top25論文に選定

✓ Sensorsに3/9掲載
✓ 独自の高速PCR技術と高速電気泳動技術

を組合せ、40分以内のDNAの配列解析に
より、細菌種の判別を実現

成果の報道

マイクロ流体デバイス技術により
PCRやDNAシーケンサを小型化・高速化
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AACGGCT CACCT AGGCGACGAT CCCT AGCT GGT CT GAGAGGAT GACCAGCCACACT GGAACT GAGACACGG

ATGCATGCATGC

Cycle sequencing

ATGCATGCATG

ATGCATGCA
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ATGCATGC
ATGCATG・

・
・

Fluorescent-labeled
sequence 

DNA

Amplification

PCR Electrophoresis

Separation direction

Excitation
light

Fluorescence
detection A T G C

Rapid PCR and 
rapid cycle sequencing
by GeneSoC platform

Microchip electrophoresis

Identification of bacteria by DNA sequencing based on Sanger method

Concentration and purification of bacterial DNA

Blood sample collection

塩基配列解析データの一部

日刊工業新聞 11/30付（29面）
「ＤＮＡ塩基配列 60分解析 産総研・阪大 高速シーケンサー
敗血症を確定検査 救急現場で実用化」


